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媒を用いてもエン・イン化合物から， α ， β 一不飽和-7 ーラクトンが生成することおよびこの反応は
アセチレン化合物一般に適用できることを見いだしているo 第三に，同条件下 ロジウム触媒をコバル
ト触媒に変えるとインダノンを高収率で与える新しい反応に誘導できることを見いだしている。更に，
土山君は錯体化学的な考察から水性ガスシフト条件の特色 C-H結合の活性化，環化カルボニル化
に対する複核錯体の関与の可能性など興味ある提案を行っているO
以上，土山君が本研究で見いだした 3 種の反応は有用なシクロペンテノン，ラクトン，インダノン誘
導体の新しい触媒的合成法として，またアセチレンのカルボニル化反応に新しい知見を加えたものとし
て意義深く，よって本論文は理学博士として十分価値あるものと認めるO
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